
　
五
月
、
憲
法
は
施

行
さ
れ
て
七
〇
年
に

な
る
。
戦
争
は
ど
ん

な
に
国
民
を
犠
牲
に

す
る
か
嫌
と
言
う
ほ

ど
味
わ
さ
れ
、
そ
れ

が
憲
法
の
前
文
や
九
条
と
な
っ

て
国
の
権
力
者
を
縛
る
こ
と
に

な
っ
た
の
だ
ろ
う
▼
し
か
し
、

戦
争
の
体
験
が
な
い
人
が
多
く

な
っ
て
い
く
今
、「
ど
こ
か
の

国
が
攻
め
て
く
る
か
も
し
れ
な

い
。
と
す
れ
ば
、
攻
め
ら
れ
な

い
う
ち
に
や
っ
つ
け
た
ほ
う
が

良
い
」
と
言
う
方
が
正
義
と
思

う
の
で
は
…
、
と
不
安
に
な
る

▼
か
つ
て
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領

が
北
朝
鮮
に
先
制
攻
撃
の
一
歩

手
前
に
ま
で
い
っ
た
と
き
、
韓

国
大
統
領
が
「
戦
争
は
絶
対
ダ

メ
、
そ
ん
な
こ
と
に
な
れ
ば
南

北
で
数
百
万
人
の
人
々
が
死
亡

す
る
。
韓
国
兵
は
一
人
た
り
と

も
動
か
さ
な
い
」
と
の
談
判
で

止
め
た
そ
う
だ
。
戦
争
を
知
ら

な
い
安
倍
さ
ん
だ
っ
た
ら
ど
う

言
う
の
だ
ろ
う
か
▼
あ
の
戦
争

が
終
わ
っ
た
後
、
国
民
は
だ
ま

さ
れ
た
と
怒
っ
た
が
、「
だ
ま

さ
れ
た
人
は
正
義
派
か
？
二
度

と
だ
ま
さ
れ
ま
い
と
す
る
真
剣

な
反
省
と
努
力
が
な
け
れ
ば
進

歩
す
る
わ
け
が
な
い
」
と
（
故
・

伊
丹
万
作
）
▼
憲
法
は
、
憲
法

を
守
る
た
め
に
国
民
の
不
断
の

努
力
を
求
め
て
い
る
。
マ
ス
コ

ミ
に
も
、
政
治
家
に
も
だ
ま
さ

れ
な
い
、
と
は
言
っ
て
も
一
体

何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
。
少

し
の
疑
問
で
も
、
そ
の
都
度
、

憲
法
と
そ
の
前
文
を
読
ん
で

み
よ
う
か
な
と
思
っ
て
い
る

の
だ
が
。	

（
Ｈ
）

内 視 鏡

組織現況 2017年2月28日現在

組合員数

26，792　�人

出資金総額

95，216万円

一人当たりの出資額

35，539　円

「
フ
レ
イ
ル
」
と
は

　
加
齢
に
よ
る
機
能
の
低
下
に
よ

っ
て
、
ス
ト
レ
ス
に
対
し
て
弱
く

な
り
、
生
活
機
能
障
害
・
要
介
護

状
態
・
死
亡
な
ど
に
つ
な
が
る
状

態
の
こ
と
で
す
。「
フ
レ
イ
ル
」
は

放
置
す
れ
ば
そ
の
ま
ま
弱
っ
て
い

き
ま
す
が
、
適
切
な
手
立
て
を
と

れ
ば
再
び
健
康
な
状
態
に
戻
す
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
点
が
重
要
で
す
。

「
フ
レ
イ
ル
」の
早
期
発
見

　
ち
ょ
っ
と
危
な
い
と
思
う
人
、

心
配
な
人
を
ど
う
や
っ
て
み
つ
け

る
の
で
し
ょ
う
か
。
一
つ
目
は
普

段
の
お
付
き
合
い
で
す
。
あ
い
さ

つ
や
声
か
け
に
よ
り
変
化
が
わ
か

り
ま
す
。

　
二
つ
目
は
医
療
生
協
の
班
会
に

誘
っ
て
も
出
て
こ
ら
れ
な
い
か
た

で
す
。

　
歩
い
て
行
く
の
が
た
い
へ
ん
だ

と
か
正
座
が
で
き
な
い
。
難
聴
で

ひ
と
の
話
が
聞
き
と
れ
な
い
な
ど

班
会
に
行
き
た
く
て
も
何
ら
か
の

理
由
で
出
て
こ
ら
な
い
方
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
フ
レ
イ
ル
」
に
対
す
る

適
切
な
働
き
か
け

　
基
本
は
①
運
動
、
②
栄
養
、
③

社
会
参
加
で
す
。
運
動
に
よ
っ
て

筋
肉
が
つ
く
ら
れ
、
壊
さ
れ
る
こ

と
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
運
動
は
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
有
効
で
す
。
自
分
の
体
重

を
か
け
る
運
動
や
チ
ュ
ー
ブ
体

操
、
ダ
ン
ベ
ル
体
操
な
ど
が
お
す

す
め
で
す
。
栄
養
は
、
筋
肉
の
も

富山医療生活協同組合

第７回パークゴルフ大会予選

［　　　　　　　　　  ］

［　　　　　　　　　］

障がいのある方・初心者どなたでもご参加ください

◆予選日時　西・南ブロック　６月28日㈬
　　　　　　　　　富山市で神通川以西または富山駅以南の地域
　　　　　　　　　呉西地域の自治体

　　　　　　北・東ブロック　６月29日㈭
　　　　　　　　　富山市で神通川以東で富山駅以北の地域
　　　　　　　　　呉東地域の自治体

　　　　　　「とねりこコース」と「わかばコース」の２７ホール
　　　　　　少雨決行　8:00受付開始　8:30開会式　13:00終了予定
◆場　　所　下村パークゴルフ場（射水市）
◆参加資格　男女・経験問わず、組合員本人及びその家族
◆参 加 費　５００円（予選・決勝ラウンドともに）
◆表　　彰　男女別個人賞、ラッキー賞
　　　　　　それぞれの予選で男性上位30名、女性上位20名は
　　　　　　10月16日㈪の決勝ラウンド進出
◆注意事項　必ず帽子を着用してください。
　　　　　　運動靴（かかとのない靴）をはいてきてください。
◆締め切り　６月13日㈫

《お申し込み・お問い合わせは…》  実行委員、各支部の役員または医療生協組織部まで 
　　　　　　　　　　　　TEL076-441-8351　FAX076-432-8031
　　　　　　　主催　富山医療生活協同組合　パークゴルフ大会実行委員会

おすすめ班会メニュー
病気予防について

体操イロイロ

くらし・制度について

基本！の健康チェック

・大腸がんのはなし
・生活習慣病のはなし
・嚥下のはなし
・動脈硬化の予防法
・認知症予防
　脳いきいき班会
� など

・シルバーリハビリ体操
・転倒予防体操　
・あいうべ体操
・ころばん体操　
・セラバンド体操

・たすけっとクラブの
はなし
・往診のはなし
・介護保険のはなし　
・無料低額診療のはなし
� など

・血圧　　・体脂肪　
・骨密度　・血管年齢
・足指力
・尿チェック� など

ご相談は医療生協　組織部
☎076－441－8351まで

やってみたいけど…
どうすればいいの？

という方！

　
三
月
四
日
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
組
合
員
の
つ
ど
い
で
（
約
一
五
〇

名
参
加
）
「
『
フ
レ
イ
ル
』
を
学
ん
で
健
康
寿

命
を
の
ば
そ
う
」
と
記
念
講
演
が
協
立
病
院

内
科
与
島
明
美
医
師
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

ど
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
私
た

ち
の
取
り
組
ん
で
い
る
居
場
所
づ

く
り
は
、
と
て
も
大
き
な
力
と
な

る
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
方
々
に
も

声
を
か
け
て

　
今
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
「
医

療
生
協
の
健
康
づ
く
り
」
は
「
フ

レ
イ
ル
」
の
予
防
、
そ
し
て
「
フ

レ
イ
ル
」
か
ら
健
康
な
状
態
に
も

ど
す
活
動
に
な
り
ま
す
。
ま
さ
に

医
療
生
協
の
出
番
で
す
。

　
地
域
の
方
々
に
声
を
か
け
、
学

習
し
、
と
も
に
健
康
寿
命
を
延
ば

す
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

と
に
な
る
た
ん
ぱ

く
質
を
し
っ
か
り

と
り
、
き
の
こ
、

卵
、
魚
、
な
ど
で

ビ
タ
ン
ミ
ン
D
を

補
い
、
骨
を
強
く

し
ま
す
。

　
社
会
参
加
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
趣

味
、
町
内
や
医
療

生
協
の
活
動
な

「フレイル」を学んで
� 健康寿命をのばそう

出場者
 大募集！

予
備
能
力

加齢に伴う変化

加齢

フレイルの概念

・食欲の低下
・活動量の低下（社会交流の減少）
・筋力低下
・認知機能低下
・多くの病気をかかえている

危険な加齢の兆候（老年症候群）
・低栄養
・転倒、サルコペニア
・尿失禁
・軽度認知障害（MCI）

健康健康

要介護要介護

フレイルフレイル

要支援・要介護
の危険が高い
要支援・要介護
の危険が高い

（Frailty）（Frailty）

・多くの高齢者がフレイルという中間段階を経て徐々に
要介護状態に陥る

・フレイルは、適切な介入・支援により、生活機能の維持
向上が可能

フレイルの多面性

社会的

身体的 精神的

閉じこもり、孤食

低栄養・
転倒の増加
口腔機能低下

意欲・
判断力や
認知機能低下、
うつ
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健
康
長
寿
と
運
動
（
六
）

富
山
協
立
病
院
　
整
形
外
科
　
石
井
　
佐
宏

ス
ポ
ー
ツ
の
害

　
ス
ポ
ー
ツ
は
身
体
に
悪
い
！

と
喝
破
し
た
整
形
外
科
教
授
が

い
て
、
学
生
間
に
波
紋
が
広
が

り
ま
し
た
。医
者
に
な
っ
て
皆
、

名
言
だ
と
納
得
し
て
い
ま
す
。

　
甲
子
園
を
目
指
し
な
が
ら
、

ど
れ
だ
け
多
く
の
野
球
少
年
が

肘
や
肩
を
壊
し
て
去
っ
て
い
っ

た
こ
と
か
。
ま
た
、
一
流
の
ア

ス
リ
ー
ト
で
無
月
経
に
悩
む
方

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
骨
密

度
が
最
大
に
な
る
二
十
歳
前
後

に
低
値
で
ど
う
な
る
の
…
…
。

（
下
手
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
も
同
じ

く
危
険
！
）

過
ぎ
た
る
は
…
…

　
一
万
歩
神
話
が
あ
り
ま
す
。

前
回
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
勧
め

ま
し
た
が
、
長
く
歩
け
ば
歩
く

ほ
ど
良
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
身
体
が
疲
労
し
、
免
疫
能

が
下
が
っ
て
き
ま
す
。
膝
や
腰

へ
の
負
担
も
蓄
積
し
ま
す
。
過

ぎ
た
る
は
、
な
お
及
ば
ざ
る
が

如
し
。

　
こ
れ
ま
で
毎
日
一
万
歩
以
上

歩
い
て
快
調
な
方
は
少
し
力
を

抜
き
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、「
一

万
歩
な
ん
て
無
理
～
」
と
諦
め

て
い
た
方
は
、
も
っ
と
積
極
的

に
動
い
て
歩
い
て
生
活
の
中
で

の
ト
ー
タ
ル
八
千
歩
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
！
そ
の
中
で
二
十
分

は
速
め
に
歩
き
ま
す
。
三
十
分

続
け
な
い
と
効
果
が
な
い
と
い

う
の
も
神
話
で
す
。

筋
ト
レ
の
王
者

　
次
の
話
題
へ
。
下
肢
筋
ト
レ

の
王
者
た
る
ス
ク
ワ
ッ
ト
を
紹

介
し
ま
す
。
で
も
、
変
形
性
膝

関
節
症
の
方
に
は
体
重
の
負
荷

が
か
か
ら
な
い
「
膝
伸
ば
し
筋

ト
レ
」
が
お
勧
め
で
す
。

　
ス
ク
ワ
ッ
ト
の
や
り
方
は
簡

単
。
椅
子
か
ら
ゆ
っ
く
り
立
ち

上
が
っ
て
、
便
座
に
座
る
よ
う

に
ゆ
っ
く
り
座
る
。こ
れ
で「
膝

が
つ
ま
先
よ
り
前
に
出
な
い
よ

う
に
腰
を
下
ろ
す
」
と
い
う
ポ

イ
ン
ト
が
つ
か
め
ま
す
。
楽
勝

に
な
っ
た
ら
、
椅
子
に
は
座
ら

な
い
！

　
さ
ら
に
上
級
レ
ベ
ル
は
椅
子

か
ら
離
れ
て
、
や
や
足
を
開
い

て
、
そ
の
足
の
向
き
に
膝
を
曲

げ
ま
す
。
膝
頭
が
内
側
に
入
ら

な
い
よ
う
に
！
直
角
ま
で
曲
げ

な
く
て
よ
い
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

五
～
十
回
を
一
日
三
セ
ッ
ト
。

自
分
で
加
減
し
、
工
夫
す
る
の

が
何
事
で
も
大
切
で
す
。

秘
伝
「
軽
ス
ク
」

　
ス
ク
ワ
ッ
ト
に
は
筋
力
だ

け
で
な
く
、
心
肺
機
能
を
強

化
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
し
た
く
て

も
天
気
が
悪
い
と
途
絶
え
が

ち
。
そ
ん
な
と
き
に
室
内
で

簡
単
に
で
き
る
、
名
付
け
て

「
軽
ス
ク
」
。
膝
は
ご
く
軽
く

曲
げ
る
。
こ
れ
ま
で
の
ス
ク

ワ
ッ
ト
の
半
分
の
三
、
四
十

度
か
な
。
そ
し
て
、
両
腕
を

同
時
に
前
後
に
振
っ
て
、
リ

ズ
ミ
カ
ル
に
膝
を
屈
伸
す

る
。
少
し
汗
ば
む
く
ら
い
ま

で
、
速
め
に
数
十
回
ど
う
ぞ
。

　
剱
岳
の
早
月
尾
根
日
帰

り
に
挑
む
な
ら
五
百
回
を

二
週
間
！
し
ま
っ
た
、
身

体
に
悪
い
過
激
登
山
用
で

し
た
。
こ
こ
ま
で
に
し
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　医療は日々進歩しています。肝炎治療について

も、ここ数年で治療方法が様変わりしました。

　今までは、肝炎の治療というとすぐにインター

フェロンの注射でしたが、有効性もそれほど高く

なく、かつ副作用も強くて、なかなか治療に結び

つかないものでした。

　しかし、Ｃ型肝炎では、ＤＡＡという新薬（内

服薬）、Ｂ型肝炎では、核酸アナログ製剤（内服薬）

が治療に使用されるようになり、治療成績も以前

よりも格段に向上しました。

　今まで効果や副作用が心配で治療を控えていた

人にも積極的に治療が受けられる環境となってき

ました。

　慢性肝炎、肝硬変を治療することは肝癌の予防

につながります。治療対象の方は主治医と相談し

てください。

富山協立病院内科医　田中　裕

　特定の基準を満たすＢ型活動性肝炎、Ｃ型活動

性肝炎の患者様は、事前に申請をおこなえば、根

治のための専門治療（＊）について医療費の助成

が受けられます。

　医療保険で給付した残りの自己負担分について

公費負担を受けられます。その場合、患者様の世

帯の市町村民税額に応じ、月額1万円または2万円

までの自己負担となります。

＊インターフェロン治療、インターフェロンフリー

治療、核酸アナログ製剤治療

＊申請には専門医による診断書の提出が必要となり

ます。当院ではできませんが専門の医療機関をご

紹介いたします（主として公的病院となります）。

　この時期、多くの学生さんが医師・薬剤師・看護師を目指して受験に取
り組んでいます。私たちは、学生さん達に富山民医連の医療活動を知って
もらい、その活動を担ってくれるよう願いながら、入学前の医療体験や奨
学金制度説明会などの企画をご案内しています。今年度も、医学科・薬学科・
看護学科などに合格された方が参加されています。
　2月25日（土）、富山大学一般入試（前期日程）の受験生に向けて受験時
宣伝を行ないました。受験生は臨時バスなどを利用して帰宅します。臨時
バスは富山駅前で降車となるため、富山駅前で「お疲れ様でした！」と富
山民医連のご紹介、奨学金制度、企画のご案内や、チョコレートをお渡し
したり、アンケートをお願いしたりしました。今年も多くの受験生と対話
することが出来ました。
　この活動の他にも、医療生協の機関紙「虹のまち」に奨学生募集案内を
挟み込むなどして幅広くお知らせしています。案内を見られた組合員さん
からは奨学金のお問い合わせを毎年いただいております。富山民医連の奨
学生は、奨学生会議などで学校だけでは学べない医療・介護保険制度を学
んだり、患者様宅を訪問して現状を知ったり、BBQ企画では楽しく交流し

たりしています。
　お知り合いに医学生、薬学生、看護
学生の方がおられましたら、ぜひご紹
介ください。

富山協立病院　学生担当／後藤

医学生・薬学生・看護学生を
ご紹介ください

ウイルス肝炎、副作用少なく、
完治の可能性ができました。
ぜひ検査をうけてください。

肝炎治療に係る医療費助成について

問い合わせ先

　いずれも保健所管轄ですので、お住まいの自治体
の保健所・保健船センターにお問い合わせください。

▲テーブル・スクワット

▲富山駅前での受験時宣伝
　ふれあい薬局や虹の会とも協力して行いました。

ふれあい看護体験
無料健康チェックを行います

日時：５月１１日（木）
　　　　　１２日（金）
　　　

場所：富山協立病院受付前
内容：看護師による健康チェック、健康相談
　　　などを行います。
　　　どなたでもご自由におこしください。

両日とも９：３０～１１：３０

とやま医療生協　虹のまち 第408号2017年4月 富山医療生活協同組合機関紙 (２)

ひまわり  076－433－7881　　きずな  076－439－3653　　えがお  076－407－0164　　ぽぷら  076－466－5227



4月外来診療体制表

無料法律相談のご案内

春山然
の り

浩
ひ ろ

弁護士（富山中央法律事務所）

時間は午後２時～４時

・５月25日（木）

・６月14日（水）
場所 富山協立病院地域連携室

◎お申込･地域連携室 ☎076－444－5708

予約して
ください

往　診

　富山協立病院、�富山

診療所、�水橋診療所で

往診を行っています。�

お気軽にご相談くだ

さい。�

を
呼
び
か
け
ま
す
。

②
第
六
十
四
回
通
常
総
代
会
に

向
け
て
、
総
括
方
針
へ
の
意

見
、
役
員
改
選
な
ど
を
協
議

し
ま
し
た
。

③
前
進
座「
怒
る
富
士
」公
演
の

ま
と
め
の
報
告
を
受
け
感
想

を
交
流
し
ま
し
た
。
医
療
福

祉
生
協
連
を
通
じ
て
約
四
十

六
万
円
を
震
災
支
援
募
金
と

し
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
二
月
二
十
五
日（
土
）、
協
立

病
院
三
階
会
議
室
に
お
い
て
、

定
数
二
十
八
名
中
二
十
名
の
出

席
で
第
九
回
理
事
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

①
一
月
の
事
業
概
況
と
年
度
末

ま
で
の
見
通
し
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
、
経
営
改
善
と
課

題
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
医
師
・
看
護
師
な
ど
の
紹
介

16
年
度 

第
九
回
理
事
会
報
告

救急指定　富山協立病院
☎076－433－1077　富山市豊田町1丁目1－8

午　前 　午前８時45分～12時

月 火 水 木 金 土

内　　科
（初診）
（再診）

担当医 担当医 担当医 担当医 担当医

与島・岩城/
与島/山口
坂本・山田
（輪番）

内　　科
（予約）

百谷　泉 山本美和 百谷　泉 百谷　泉 百谷　泉 岩城光造
～10:30（隔週）

与島明美 岩城光造 与島明美 与島明美 山本美和
10:30～（隔週）

大堀　成
～11:00

寺島嘉宏
９:00～10：30

林　洋平 与島明美
10:30～

斉藤隆義

糖尿病専門 松井法生 松井法生 松井法生 林/斉藤
（輪番）

専門外来
大原一将
（循環器）
９:00～

柴原直利
（漢方）
９:00～

整形外科 石井佐宏 石井佐宏 石井佐宏 石井佐宏
（月２回）

消化器･　
肛門･乳腺
～11:00

火爪健一

泌尿器科
９:00～

池端良紀 林　哲章 大学医師

皮 膚 科
９:00～

清水教子 古川史奈

耳鼻咽喉科
９:00～

浅井正嗣
受付11：30まで

午　後

月 火 水 木 金 土

内　　科
２:00～４:30

百谷　泉

休
　
診

斉藤隆義 岩城光造 田中　裕

休
　
診

与島明美
与島明美
３:00～

斉藤隆義大堀　成
３:00～４:00

禁煙外来
２:00～３:00

百谷　泉
～３:00

老年外来
２:00～４:30

与島明美

糖尿病専門
３:00～４:30

松井法生
３:00～

漢方外来
３:00～４:30

柴原直利
３:00～

整形外科
３:00～４:30

石井佐宏 石井佐宏 石井佐宏
２:30～

泌尿器科
２:00～４:00

池端良紀 林　哲章

耳鼻咽喉科
２:00～４:30

大学医師

夜　間

月 火 水 木 金 土

内　　科
４:00～７:00 休

　
診

林　洋平 与島明美

休
　
診

岩城光造
４:30～

休
　
診

松井法生
（糖尿病）

山本美和
４:30～

松井法生
（糖尿病）
～６:00

金山ひとみ
（糖尿病）
４:30～６:00

漢方外来
４:00～７:00

柴原直利

整形外科
４:00～６:00

石井佐宏

皮 膚 科
５:00～７:00

山田達也 塩岡　誠
（月２回）

林　政雄

■内視鏡検査体制
月 火 水 木 金 土

午　前
（上部消化管）

岩城光造
（月２回）

田中　裕 田中　裕 田中　裕

午　後
（下部消化管）

火爪健一 岩城光造 火爪健一 火爪健一
（月２回）

■栄養指導
月 火 水 木 金 土

午　前 9：40～ 9：40～ 9：00～ 9：40～ 9：40～

午　後 2：00～

夜　間 4：00～ 4：00～

☆受付開始時間は８時15分からです。
☆担当医師変更の場合もありますのでご了承下さい。
☆内科・泌尿器科の予約が出来ます。
☆土曜日午前の担当医師は日によって変更となります。

富 山 診 療 所

水 橋 診 療 所

☎076－420－0367　富山市千石町2丁目2－6

☎076－479－1414　富山市水橋舘町59－1

午　前

月 火 水 木 金 土

内　　科
９:00～12:00

古野利夫 百谷　泉 古野利夫 古野利夫 山田正明
古野利夫
黒田昌弘

特別外来
９:00～12:00

古野利夫
（胃カメラ）

石井佐宏
（整形外科）

古野利夫
（胃カメラ）

※１時30分～４時　往診のため、外来は休診です

午　前

月 火 水 木 金 土

内　　科
９:00～12:00

田村有希 田村有希 田村有希 田村有希 田村有希
田村有希
金崎照雄
（輪番）

整形外科
９:00～12:00

石井佐宏

午　後

月 火 水 木 金 土

内　　科
４:00～６:00

金崎照雄 田村有希 田村有希 金崎照雄

健康診断
予防接種

２:00～３:30

寺西高子
（予約制）

午　後

月 火 水 木 金 土

内　　科
４:00～６:00

古野利夫 古野利夫 百谷　泉 与島明美

　
休
日
や
夜
間
に
具
合
が
悪
く
な
っ
た
り
、
症
状
が
悪
化
し
た

場
合
は
、
ま
ず
は
お
電
話
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
平
日
の
月

～
金
は
午
後
九
時
ま
で
、
土
・
日
・
祝
日
の
午
後
五
時
ま
で
に

つ
い
て
は
、
当
番
の
医
師
、
看
護
師
が
待
機
し
て
お
り
ま
す
。

お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

とやま医療生協　虹のまち第408号 2017年4月富山医療生活協同組合機関紙(３)

生協本部  076－441－8352　富山協立病院  076－433－1077　富山診療所  076－420－0367　水橋診療所  076－479－1414



地域フラッシュ

1 2 3 4

5 6

7 8

9 10 11

12 13

14 15

【
応
募
方
法
】

　
パ
ズ
ル
の
解
答･

住
所･

氏
名

･

年
齢
と
、
虹
の
ま
ち
の
紙
面

や
医
療
生
協
へ
の
ご
意
見･

ご

要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
併

せ
て
明
記
の
上
ハ
ガ
キ
、
又
は

富
山
医
療
生
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
一
面
右
上
に
記
載
）
の
「
お

問
合
せ
」
メ
ー
ル
に
て
ご
応
募

下
さ
い
。

　
尚
、
虹
の
ま
ち
に
掲
載
さ
せ

て
頂
く
事
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
下
さ
い
。

【
あ
て
先
】

　
〒
九
三
一
―

八
五
〇
一
富
山
市

豊
田
町
一
―

一
―

八
　
富
山
医
療

生
協
「
虹
の
ま
ち
」
パ
ズ
ル
係

【
賞
品
】

　
正
解
者
の
中
か
ら
十
名
の
方
に

五
百
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈

【
し
め
き
り
】

　
四
月
末
日
の
消
印
有
効

【
二
月
号
の
解
答
】

【
問
題
】

　
カ
ギ
を
解
き
、 

二
重
ワ
ク
に

入
る
文
字
を
並
べ
替
え
て
で
き

る
言
葉
は
何
？

 

★ 

た
て
の
カ
ギ 

★

①
福
祉
―
―
。
介
護
―
―

②
経
験
を
積
み
物
事
を
よ
く

知
っ
て
い
る
人
を
辞
書
に
例

え
て
言
う
と
？

③
入
学
試
験
の
略

④
♪
人
生
○
○
あ
り
ゃ
苦
も
あ

る
さ
～
♫

⑥
○
○
印
、
○
○
肉

⑧
梅
が
―
―
咲
く
ほ
ど
に
暖
か

く
な
る

⑪
魚
の
肝
臓
か
ら
抽
出
し
た
懐

か
し
い
○
○
○
ド
ロ
ッ
プ
。

⑫
落
語
の
○
○
に
行
く

⑬
国
語
、
算
数
、
○
○
、
社
会

 

★ 

よ
こ
の
カ
ギ 

★

①
わ
が
市
と
―
―
都
市
関
係
に

あ
る

③
韮
。
何
と
読
む

⑤
３
年
間
―
―
し
て
い
た
寮

⑦
人
の
あ
と
に
つ
き
従
う

⑨
体
の
小
さ
い
こ
と
。
○
○
っ
子

⑩
奈
良
公
園
に
多
い

⑫
大
相
撲
で
最
も
多
い
決
ま
り
手

⑭
選
挙
に
当
○
○
確
実

⑮
歌
い
手

【
二
月
号
の
当
選
者
10
名
】
敬
称
略

荒
川
　
豊
治
（
富

山

市

高

木
）

石
倉
　
良
子
（
滑
川
市
清
水
町
）

老
月
す
い
こ
（
富

山

市

犬

島
）

菊
　
美
智
子
（
射
水
市
草
岡
町
）

谷
口
万
里
子
（
富

山

市

大

町
）

土
肥
　
　
博
（
富
山
市
向
新
庄
町
）

新
田
美
代
子
（
富
山
市
奥
田
町
）

濱
波
　
菊
次
（
魚

津

市

本

町
）

幅
口
三
枝
子
（
富
山
市
松
若
町
）

山
形
　
悦
子
（
富
山
市
八
ケ
山
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

転
居
先
を
必
ず

　
連
絡
し
て
下
さ
い
。

　
住
所
・
電
話
番
号
の
変
更
や

家
族
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

生
協
本
部
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

トンチ コト
ウ ヨクジツ
キカクヒン

イセ サイ
カセツト ン
レイ ビーチ

応募143通
正解142通

チヨコレート（チョコレート）

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

二
月
号
の
解
答
ハ
ガ
キ�

よ
り

日
々
の
暮
ら
し
に
春
を

�

富
山
市
下
冨
居�

村
上
　
純
子
さ
　

　
ん

　
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す

が
、
晴
れ
た
日
の
日
差
し
に

は
春
を
感
じ
る
こ
と
も
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
日
々
の

暮
ら
し
に
も
春
を
感
じ
る
よ

う
に
、
社
会
保
障
の
充
実
を

願
い
ま
す
。

継
続
は
力
な
り

�

富
山
市
山
室�

柴
草
　
　
晃
さ
　

　
ん

　
毎
朝
ラ
ジ
オ
体
操
と
、
夜

に
日
記
を
書
く
こ
と
を
何
十

年
と
習
慣
化
し
て
い
る
。
何

事
も
飽
き
っ
ぽ
い
私
が
体
操

で
体
を
活
性
化
、
日
記
で
少

し
で
も
脳
の
退
化
を
防
ぐ
よ

う
努
力
し
て
い
る
。
何
事
も

継
続
は
力
な
り
。

虹
の
ま
ち
が
楽
し
み

�

富
山
市
松
若
町�

幅
口
三
枝
子
さ
　

　
ん

　
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
知
る
こ

と
が
で
き
、「
虹
の
ま
ち
」
が

楽
し
み
で
す
。
地
域
の
活
動
に

何
れ
参
加
し
よ
う
と
思
い
な
が

ら
…
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。
早

く
仕
事
を
や
め
て
一
旦
落
ち
着

き
た
い
で
す
。

力
に
な
り
た
い

�

富
山
市
婦
中
町
持
田�

中
川
　
仁
さ
　

　
ん

　
一
人
く
ら
し
の
家
の
玄
関
前

の
屋
根
雪
、
何
も
言
わ
ず
除
雪

し
て
き
ま
し
た
。
家
か
ら
出
る

の
に
大
変
で
は
と
思
い
、
こ
れ

か
ら
積
雪
が
あ
っ
た
時
も
助
け

て
あ
げ
た
い
。

送
迎
車
で
安
心

 

富
山
市
永
楽
町 

野
口
　
静
子
さ
　

　
ん

　
車
で
病
院
へ
通
っ
て
い
ま
し

た
が
主
人
が
事
故
を
起
こ
し
た

の
で
、
事
故
が
心
配
で
、
協
立

病
院
の
送
迎
を
頼
み
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
無
事
通
院
で
き

安
心
し
て
い
ま
す
。

や
さ
し
か
っ
た
黒
部
先
生

 

富
山
市
安
田
町 

四
十
物
幸
子
さ
　

　
ん

　
私
が
富
山
に
嫁
い
で
初
め

て
風
邪
で
診
て
頂
い
た
の
が

黒
部
先
生
で
し
た
。
と
て
も

優
し
い
先
生
と
言
う
の
が
強

く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

桜
町
の
診
療
所
で
家
族
全
員

が
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　

三
月
十
一
日（
土
）、「
さ
よ
う
な
ら
原
発
三
・

一
一
富
山
集
会
」
が
ボ
ル
フ
ァ
ー
ト
と
や
ま
で

開
催
さ
れ
、
約
四
五
〇
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て

　
集
会
で
は
被
ば
く
問
題

を
追
っ
て
い
る
映
像
作
家

の
鎌
仲
ひ
と
み
さ
ん
が

「
フ
ク
シ
マ
か
ら
見
え
る

原
発
問
題
」
と
題
し
て
講

演
し
ま
し
た
。
汚
染
地
域

に
住
む
人
々
の
“
低
線
量

被
ば
く
”
が
長
期
に
わ
た

っ
て
続
い
て
い
る
こ
と
を

問
題
視
し
、
子
ど
も
た
ち

の
健
康
を
守
る
こ
と
、
わ

が
子
の
健
康
に
つ
い
て
、

心
配
で
あ
る
こ
と
を
周
囲

に
話
せ
な
い
母
親
た
ち
の

苦
悩
な
ど
、
事
例
を
紹
介

し
な
が
ら
現
状
を
わ
か
り

や
す
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
六
年
た
っ
た
今
で
も

八
万
人
近
い
人
々
が
避
難

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の

甲
状
腺
へ
の
影
響
、
廃
炉

作
業
の
労
働
者
被
曝
、
中

間
貯
蔵
施
設
の
確
保
、
補

償
打
ち
切
り
や
帰
還
へ
の

不
安
な
ど
問
題
が
山
積
す

る
中
で
、
多
く
の
参
加
者

は
福
島
原
発
事
故
を
風
化

さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
い

う
決
意
を
固
め
あ
い
ま
し

た
。

　
今
後
も
、
福
島
を
忘
れ

な
い
で
現
状
を
学
び
、
広

げ
、
支
援
活
動
を
続
け
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

 

（
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
）

▲

３
月
10
日
　
広
田
、
新
庄
北
支
部
合
同

　
ア
ピ
タ
東
店
健
康
相
談
会

�

137
名
健
康
チ
ェ
ッ
ク

▲

３
月
24
日
　
三
郷
支
部�

開
発
班
　
映
画
鑑
賞

　�

12
名
参
加

▲
３
月
17
日
　
佐
野
班

　
年
間
計
画
づ
く
り�

６
名
参
加

▲

３
月
22
日
　
中
央
西
支
部�

ひ
な
げ
し
班
　
血
管
年
齢
測
定

　�

10
名
参
加

東
日
本
大
震
災
か
ら
六
年

　

被
災
者
の
住
宅
再
建
支
援
制
度

の
抜
本
的
拡
充
を
求
め
る
請
願
署

名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

支
援
金
上
限
の
引
き
上
げ
を

　
地
震
の
活
動
期
に
入
っ
て
い
る
日

本
で
は
、
大
規
模
な
自
然
災
害
が
全

国
ど
こ
で
も
起
き
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
を

は
じ
め
と
し
た
被
災
者
へ
の
支
援
制

度
を
速
や
か
に
見
直
し
、
実
現
す
る

よ
う
求
め
ま
す
。

請
願
項
目

1 

、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
に
も

と
づ
く
支
援
金
の
最
高
額
を
、
少

な
く
と
も
五
〇
〇
万
円
に
引
き
上

げ
る
こ
と

2 
、
す
べ
て
の
被
災
者
の
住
宅
再
建

を
支
え
る
た
め
、
一
部
損
壊
も
含

め
た
国
の
支
援
策
を
抜
本
的
に
拡

充
す
る
こ
と

　
医
療
生
協
で
は
「
住
宅
再
建
支
援

制
度
の
拡
充
を
求
め
る
請
願
署
名
」

に
取
り
組
み
ま
す
。
組
合
員
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
期

間
：

四
月
末
ま
で
）

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
医
療
生
協
組
織
部

　
　
〇
七
六
―
四
四
一
―
八
三
五
一
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